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Mogi Area in Chijiwa Bay, Kyushu
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Abstract
Fourty one bottom sediment samples for mechanical and faunal analyses
were collected from the western part of the Chijiwa Bay which covers an
about 60 sq. km area off Mogi, Nagasaki City. The bottom sediments were
divided into four sediment types and their areal distributions are shown in
figure 5. A narrow belt of sandy silt classed as Type III is found in the
western half of the shllow submarine valley and separates the near- and off-
shore sandy sediments classed as Type II or IIIa.
Fourty two pelecypod molluscan species which are listed in Table 2 were
discriminated from the unit sediment samples (200cc wet volume sediment)
and eight predominant species were selected as shown in Table 3. The dominant
molluscan remains were found in the silty sand of Type IIIa which represents
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計 41 42 5，477 84。8
　以上述べたことから，本調査海域内における堆積物と貝類遺骸群集との関係で，著しい特徴
として知られることは，貝類遺骸に乏しいIII型の泥質堆積物の分布域をはさんで，海岸線に
近い巾せまい部分と，沖合の広い範囲に分布するIIlaおよびIIb型の砂質堆積物に，きわめて
種数と個体数に富んだ貝類遺骸群集が含まれていることである。採取の際に，貝類の生死の識
別をしていないので，二枚貝類の生息の適所（生体の分布圏）がma型の堆積物上であるとは
断言できないにしても，少くとも遺骸の集積が特にIIIa型のsilty　sandの堆積と密接な関係
を有していることは明らかである。この関係は単に二枚貝類中の産出量の多い優勢種のみをと
り出して考察しても，その特徴を示すことができる。
6．総 括
昭和36年7月に，干々石湾茂木沿岸部のおよそ60km2の海域内で，41点の底質試料を採取
し，堆積物の粒度組成と貝類遺骸群集の産出量を調べた結果，次の様なことがらが判った，
午々石湾茂木沖の堆積物と貝類遺骸群集 4ワ
1）茂木海岸の沖合約2kmの所を南北にのびる浅い海底谷があり，海岸線より水深40～50m
　の谷底までは比較的急な勾配を示すが，その沖合ではゆるやかに水深を減じ，もっとも沖合
　で水深40m前後の広い平坦面となる。
2）中央粒径値Mdの等値曲線によれば，海底谷中ではシルト質であって，含泥量が60～80
　％を示す。これをはさんで砂質堆積物が，せまい帯状分布をとる海岸に近い部分と，沖合の
　広い範囲に分布する。
3）西九州の淺海堆積物の粒度分布の特徴から5つの堆積型を識別しているが，本調査海域内
　では2つの型を認め，更に4亜型に区分した。海底谷の西半部にはIII型のsandy　siltが分
　布し，その沖合にはIIla型のsilty　sandが分布する。沖合の南半部や岸に近い部分にはIIb
　型の砂質堆積物が分布する。
4）単泣量（203cc）の堆積物中の貝類遺骸群集を種類別に個体を数え，特に優勢種8種をえ
　らびだして特徴づけた。貝類が豊富に産出した堆積物はIIla型であり，Ilb型がこれにつ
　ぐ。皿型の泥質中の貝類遺骸の量はきわめて少い。
　謝辞：本研究の現地調査は，地学教室の海洋地質学実習として行われたものであるが，参加
した学芸学部理科専攻生の氏名をここに記録し，海上作業の労に感謝の意を捧げる次第であ
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